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（年次有給休暇の取得に関する意識と評価） 

 年次有給休暇を取得することに対し、「ためらい

を感じる」又は「ややためらいを感じる」者の割

合は68.3％となっています（図表3-3-23-①）。そ

の理由として、「みんなに迷惑がかかると感じる」

が最も多く 74.2%となっています（図表 3-3-23-

②）。 

 

【図表３-３-２３-① 年次有給休暇の取得に対するためらい】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図表３-３-２３-② 年次有給休暇の取得に対するためらいを感じる理由】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（備考） 
2013 年までは厚生労働省 「労働時間等の設定の改善の促進を通じた仕事と生活の調和に関する意識調査」、2014 年は
厚生労働省「労働時間等の設定の改善を通じた「仕事と生活の調和」の実現及び特別な休暇制度の普及促進に関する意
識調査」より作成。 

（備考） 
 １．2000 年は厚生労働省 「労働時間等の設定の改善の促進を通じた仕事と生活の調和に関する意識調査」、2014

年は厚生労働省「労働時間等の設定の改善を通じた「仕事と生活の調和」の実現及び特別な休暇制度の普及促進に

関する意識調査」より作成。 
２．対象は、図表 3－3－23－①で「ためらいを感じる」又は「ややためらいを感じる」と回答した者。 
３．複数回答。 
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【図表３-３-２５ 年次有給休暇の取得率別にみた年次有給休暇の取得に対する上司の評価イメージ〔個人調査〕（正社

員）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年次有給休暇の取得促進に効果的と考える取組

で最も多いのは、「計画的に休暇を取得させるルー

ルづくり」であり、「上司による有給休暇の取得奨

励」や「まとまった日数での取得奨励」なども効

果的と考える人が多くなっています。しかし、い

ずれの取組も、実際に職場で取り組んでいるとの

回答は少なく、効果的と考えられる取組と実際の

取組には乖離がみられます（図表3-3-26）。 

【図表３-３-２６ 年次有給休暇取得促進に効果的と考えられる取組と、実際の取組〔個人調査〕（正社員）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（備考） 

１．内閣府「ワーク・ライフ・バランスに関する個人・企業調査」（2013 年度）より作成。 

２．従業員数が 30 人以上の企業（業種は不問。）に雇用されている 20～59 歳の男女（正社員）が調査対象。 

３．複数回答。 

（備考） 

１．内閣府「ワーク・ライフ・バランスに関する個人・企業調査」（2013 年度）より作成。 

２．従業員数が 30 人以上の企業（業種は不問。）に雇用されている 20～59 歳の男女（正社員）が調査対象。 

３．上位 10 項目を抽出している。 

４．複数回答。 
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